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競　技　規　則

参　加　費

審判について

ボール（試合球） ・5号球・検定球（公式球）を使⽤する。両チームより持ち寄り主審が決定する。

参加チームの責任

・会場準備・後始末は、該当するチームのスタッフと選⼿で⾏う。

 選⼿証が提⽰できない場合は、試合に出場できない。 選⼿証の忘れのために試合が成⽴しなかった時は、没収試合とし、結果は5-0とする。

参　加　資　格

U-13 サッカーリーグ　2025 滋賀　⼤会要項

競　技　⽅　法

③ゴールキーパーのユニフォームについて、ショーツ、ソックスはフィールドプレーヤーと同系⾊でも良いものとする。 

ユニフォームについて

メンバー表

 登録選⼿⼀覧は、メンバー表の順番に並べておくこと

選⼿証

・ゴミの後始末は、各チームで責任を持って⾏う。 

・指導者・保護者の⽅は、駐⾞のマナーや、会場使⽤のマナーを守ること。会場での飲酒は認めない。たばこの吸い殻は、必ず持って帰ること（喫煙可の場所）。

・違反があった場合は、 役員会で協議し、処分を⾏う場合もある。（学校が会場の場合は、敷地内での喫煙は禁じる。）

・会場担当チームは、当⽇の結果を必ずリーグ責任者へ報告すること。

⑦アンダーショーツおよびタイツの⾊は問わない。ただし原則としてチーム内で同⾊のものを着⽤する。⿊⾊も可。※合同チームについては、ビブスも可とする。

・試合当⽇は、メンバー表を持参すること。（試合数×2部を本部に提出する）

・登録の確認は、原則選⼿証で⾏うため、３種の確認印は必要としないが、複数参加するチームおよび合同チームは必要とする。 

・試合毎に申し送り⽤紙を提出すること。（記⼊はフルネームでする）

・電⼦証明のカラーコピーか、登録選⼿⼀覧で選⼿証の提⽰を⾏う。電⼦証明のカラーコピー等を忘れた場合は、電⼦機器等で選⼿証の提⽰を⾏う。

②ユニフォームのデザイン、ロゴ等が異なっていても、本競技会主催者が認める場合、主たる⾊が同系⾊であれば着⽤することができる。（ビブス等も可）

　 なお、確認が必要と思われる場合は、監督会議にユニフォームをご持参ください。 

④主審は、対戦するチームのユニフォームの⾊彩が類似しており判別しがたいと判断したときは、両チームの⽴ち会いのもとに、その試合においていずれのチームがビブス等を

　 着⽤することを決定する。

⑤ソックス・全員の主たる⾊が同じであればメーカー違いや少しのラインは認める。（TABIO着⽤及びレガース⽌めも同⾊とする）

⑥アンダーシャツの⾊は問わない。ただし原則としてチーム内で同⾊のものを着⽤する。

・警告を２度受けた選⼿は次の試合に出場できない。退場処分を受けた選⼿は、次の試合に出場できない。それ以降の試合については、⼤会規律委員会

（⼤会役員会）において協議し決定する。

・試合開始時に7名以上そろっていない場合は、没収試合とし、結果は5-0とする。（7名以上揃ってないチームの0-5負け）

・ユニフォームの確認は、試合開始60分前とし、選⼿の確認は、15分前に⾏う。

・主審は資格をもった⼤⼈（⾼校⽣以上）であること。副審は選⼿可とする。但し監督が責任をもって審判のレクチャーをされた選⼿であること。

①第1条 本競技会に登録した1着以上のユニフォーム（シャツ、ショーツ及びソックス）を試合会場に持参し、着⽤しなければならない。（2着以上の持参が好ましい）

・ピッチサイズ（年度後期よりスタートするのでコートサイズをフルコートにて⾏う）

・リーグ戦の順位は　①勝点　②得失点差　③総得点　④多得点　⑤少失点　⑥直接対決結果　⑦抽選　　（勝点3点　引分1点　負0点）

・ベンチ⼊りメンバーは交替選⼿9名までと監督・　コーチ最⼤5名までとする。

・交代に関しては競技開始時に登録した選⼿の中から９回（交代1名分を1回とする）までの交代が認められ、⼀度退いた競技者も再び出場できる。

 但し、交代の⼿続きは従来通りサッカー競技規則第３条に則って⾏う。

（例）前半に3⼈同時に交代（3回）、後半に2⼈同時に交代（2回）した場合、交代の回数は2回ですが、この場合5回となる。

　　　　　　　　　　　　　 2）⾜りない複数チームでの合同

　　合同チームは監督会議にメンバー表を提出し３種の⾓印（印鑑）をついたメンバー表を使⽤すること。

⑦プロテクト制度を適⽤する。（⽅式は3種リーグ参照）

10,000円/チーム　　　（会場協⼒費に充当する）　★代表者会議時に持参ください。
・2025/2026　（公/財）⽇本サッカー協会競技規則

・試合時間は50分（25-5-25）とする。その際、アディショナルタイムの表⽰は⾏う。　2試合/⽇可

　そのチームに登録された中学1年⽣であること。

①（公財）⽇本サッカー協会により「クラブ申請」を承認された「クラブ」に所属するチームについては同⼀クラブ内の別のチームに所属 する選⼿を移籍⼿続きせずに

　　 本⼤会に参加させることができる。本項の適⽤対象となる選⼿の年齢は第４種年代(⼩学校６年⽣）とする。

②本⼤会には同⼀登録チームから複数チームを出すことができる。ただし１チームの⼈数は11名以上とする。また複数参加する場合は 第4種年代の参加は

　 認めない。

③複数参加するチームは個別チームとみなすため監督はそれぞれに置くこと。監督は他チームとのコーチ兼任も認めない）

・参加できる選⼿は、中学1年⽣に限るが、下記の条件にあう選⼿の出場を認める。 

（公社）滋賀県サッカー協会

（公社）滋賀県サッカー協会　3種委員会

2025年9⽉〜2026年1⽉

滋賀県内会場

最新の（公財）⽇本サッカー協会競技規則による

・⽇本サッカー協会に、第３種または⼥⼦の種別で加盟登録したチームであり、中体連加盟チームもしくは滋賀県クラブユース連盟に登録を承認されたチーム且つ

・会場準備等の協⼒及び審判の割り当てを果たせるチームであること。

④複数参加するチームはクラブ申請を⾏なっていても第4種年代の選⼿を登録することができない。

⑤複数参加するチームは監督会議にメンバー表を提出し3種の⾓印（印鑑）をついたメンバー表を使⽤すること。

⑥⼈数が11⼈に満たない場合、以下の条件で合同チームとして出場することができる。

　 合同チームの条件　1）⾜りないチームAから⾜りないチームBへ参加



　別紙の申し込み⽤紙に記⼊の上、郵送もしくは　E-mail　にて事務局︓⽊下までお願いします。

・審判について

　審判の組み合わせは右記でおこなうこと。主審・副審１名/四審・副審１名　主審と四審は資格を持った⼤⼈(⾼校⽣以上)であること。副審は選⼿可とする。

・会場費について

　会場費の⽀払いは３種リーグに準じる為、公式戦においても３種から⽀払われる会場費を超える場合は参加チームで負担して下さい。

・⽇没・落雷等により試合続⾏が困難な場合、試合を不成⽴とし、再試合（延期）とする。その判断は主審が競技運営者と協議の上、判断する。

・⽇没・落雷に関わらず中断後は残り試合時間を"再試合"として実施する。再試合時には中断時のメンバー表、申し送り事項⽤紙を準備する。

細則

・2025年　7⽉10⽇（⽊）を締め切りとし期⽇を過ぎた場合はいかなる理由があろうとも参加を認めない。

監督会議
・2025年　7⽉20⽇（⽇）　19:00-20:30〜　　場所︓キラリエ草津

参加申し込み

・同⼀リーグに複数参加している同⼀チームが⼊った場合はリーグ戦の公平性を保つ為に、第１節〜３節以内に複数参加の同⼀チーム同⼠の対戦を消化すること。

・各リーグの上位２チームは1/24(⼟)ビッグレイクAで⾏われる、優勝決定戦に出場すること。

優勝決定戦について （複数参加チームの２チームがリーグ１位となり、１チームに再編成してリーグ戦に出場した場合、2位のチームを繰り上げることは⾏わない。

但し、ヤマトタケル2部に参加するチームが１部昇格を逃し２部残留となった場合に当該2ndチームは県代表の権利を失う為、対象となるブロックのみ２位の繰り上げを

⾏う事とする。） 

・参加チームは必ず１名出席すること。複数参加チーム・合同チームはメンバー表を持参すること

・各リーグの1位は1/24（⼟）ビッグレイクAで⾏われる、優勝決定戦に出場すること。（⼤会要項は別途参照）

・★リーグ戦において複数参加チームは、決定戦では１チームに再編成してもよい。

　再試合の審判は中断前と同⼀審判が望ましい。出場選⼿は同⼀選⼿が望ましい。中断期間中に別の試合で出場停⽌を処分を受けた場合も再試合には

　同⼀選⼿が出場することとする。

2026年度以降の　　　　　
レギュレーション

・2025年度の結果により2026年度のブロック分けを決定する。①勝点　②得失点差　③総得点　④多得点　⑤少失点　⑥抽選

・2026年度3ブロックor2ブロック（組み合わせは2025年度順位）

・2027年度より1部2部制を採⽤とする。（1部︓10チーム　2部A,Bにて各8チームから9チーム）★2チーム出しチームはリーグ重複できない。

⽇没・落雷時の再試合


